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が，今回の研究では細胞外 DNA に着目した。血中には細胞に由来する DNA が含まれるが
この量は生理状態と比例すると考えられている。まず最も生理状態が変化する分娩前後を対




















- 3 - 
 
究では胚移植においてその利用数が増えている体外受精胚の質を改善するため，体内から回
収した胚と遺伝子発現やミトコンドリアの機能や数を比較することで，体外受精胚の質が低
い原因を推測する事ができた。また体内胚の質に関わる卵管因子についても示唆的な知見を
得た。次に胚移植や人工授精の成功率を高めるため，妊娠認識にインターフェロンが重要な
働きをする事を利用し単為発生胚を追い移植する事の有効性を検証し，低受胎牛に一定の効
果があることを示すことができた。さらに，繁殖牛の状態をより詳細に把握するための新規
の指標として，血中のミトコンドリアに由来する細胞外 DNA を測定し，これがウシの血液
性状と相関することを明らかにした。このためこの細胞外 DNA の測定によりこれまで感知
できなかった牛群の状態を把握できる可能性が示された。本研究はウシの胚移植や人工授精
の受胎率改善に資する新規性のある知見を多く得たことから，審査員一同は博士（農学）の
学位を授与する価値があると判断した。 
